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盛
り
上
っ
た
後
夜
祭

㍍
…
絹
明
に
由
芸
窮
絹
柑
矩
鮎
㌶

繁
冶
川
野
円
犠
牲
三
■
讐
宿
の
ね
言
丁
は
、
嘉
卑
屈
の
痘

萱
の
だ
か
ら
、
出
稟
議
岬

と
い
嘉
u
り
で
電
そ
れ
ー
お
H
し
て

や
】
葦
貝
傘
は
、
ク
ウ
｝
ノ
轟

の
一
つ
で
雪
と
い
垂
ら
、
タ

ラ
孟
薫
香
－
，
′
宅
、
塗

し
た
わ
け
で
あ
る
。

1
－
☆
☆

覇
の
多
い
文
化
祭

こ
誓
っ
た
し
て
、
義
の
錨
は

雷
に
わ
け
だ
が
、
い
ろ
い
ろ
な
爛
閥

が
、
雲
h
あ
っ
た
。

来
す
、
　
　
　
…
　
　
　
　
の
什
芳
だ

が
、
雲
、
写
し

と
萄
火
車
－
ヒ
葛
の
で
、
苑

灯
に
セ
ロ
ハ
ン
毒
S
L
垂

と
の
、
宏
あ
っ
ト
b

空
い
て
、
毒
、

l

k

k

が

、

今

年

芸

な

内
轡
で
、
よ
′
d
F
エ
ヮ
た
も
の
け
貰

い
で
葦
。
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
「
二

十
ベ
1
g
富
怯
」
書
、

十
分
に
ュ
戌
で
嘉
っ
ー
化

モ
し
て
、
薫
た
葦
は
、
杏
一

丁
、
内
【
の
P
い
、
ぎ
J
の
芸
だ
も

’
け
な
い
蓋
に
、
舅
蛮
壱
繋
げ

揮
い
で
い
フ
て
も
ら
い
た
い
。
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■

一
年
ぶ
り
の
体
育
祭

十
月
六
日
、
嘉
H
－
の
可
日
に
わ
た
っ

て
、
輝
が
嘱
グ
ー
重
器
塗
農
変

わ
れ
た
。
昨
年
の
住
▼
蟹
は
、
暫
霞

岳
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今

年
喝
▼
一
缶
山
薫
け
で
な
く
、
一
家
生

に
と
っ
て
も
慮
好
好
め
衰
亡

な
っ
た
わ
け
で
誓
。
▼
荒
だ
り
に
、

今

年

肇

に

、

n

d
な
も
の
ー
こ
な
っ
た
．

で
、
一
甘
毘
予
雫
二
日
目
は
旨

と
い
垂
－
ヮ
ー
巧
】
豊
、
牛

穫
の
み
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
．
1
8
－
、

一
只
Y
－
ト
ル
雫
お
等
八
0
メ
ー

ト
ル
ハ
ー
ド
ル
、
胃
三
〇
〔
7
－
ト

ル

八

重

。

〓
F
q
は
、
一
塁
い
く
ら
い

の
Ⅵ
天
・
「
う
っ
て
加
わ
っ
て
、
γ
ふ
よ

羞

T

、

男

ゐ

け

ち

れ
ヒ
ほ
”
相
川
娼
咤
ほ
い

各
ク
ラ
ス
姦
な
ア
イ
デ
ィ
ア
竜

－
義
し
．
著
し
壷
の
中
に
．
一

■
実
い
の
蓋
J
L
に
。
更
ぺ

辱
∈
ん
と
の
タ
フ
ス
か
や
蓋

は

蓋

、

俳

書

す

る

雲

T

く

れ

た

。

基
丁
卜
薩
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
無

（
騒
）
、
走
畠
ひ
、
虎
h
療
跳

び
、
メ
デ
ィ
シ
ン
ポ
ー
ル
投
げ
、
畢

〓
8
0
メ
ー
ト
ル
窄
章
一
〇
〇

〇
メ
ー
ト
ル
環
八
1
P
ル
八
達
竺

－
宗
拐
リ
レ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
／
り
レ

1
（
挟
翌
、
ク
ラ
ブ
お
椚
孟

善

、

旨

、

か

こ

ツ

レ

l

署
封
調
書
イ
ヤ
n
き
、
号
丁

竃

、

ク

ラ

ス

警

戸

P

hに。要
で
は
、
t
▲
虫
電
ク
ラ
ス

引
き
継
ぎ
を
円
滑
に

－
任
期
改
正
な
る

壷
の
一
杯
と
し
て
、
塾
［

更
只
や
、
塗
m
、
扁
▲
≡
謀
れ
て

い
－
等
の
考
こ
の
責
会
の
R

R
の
毎
、
符
日
の
茎
の
巴
剛

が
、
今
鐙
群
か
ら
鹿
わ
っ
た
。

今
ま
で
の
℡
H
の
病
は
、
十
一
月

の

二

偶

垂

蓋

っ

て

か

ら

既
習
モ
わ
ま
で
壷
叫
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
璧
貝
奉
賀
打
っ

て
、
い
く
つ
か
の
翌
し
て
い
た

ま
す
、
十
一
月
下
旬
ま
で
、
例
期
の
詳

8
ぎ
て
い
I
p
a
、
斯
財
の
轟
で

も
あ
塁
寄
生
が
、
芸
し
な
い

ま
に
、
十
二
月
か
垂
、
訓
告

撃
の
膵
期
が
、
ち
と
孟
乗
テ
ス

ト
と
一
環
L
L
．
誓
い
な
ど

で
あ
る
。こ
の
ー
轟
き
せ
る

た
め
、
ま
に
、
垂
酌
の
正
式
な

圧
期
竜
守
至
路
に
、
E
蒜
夏
焉

四
声
さ
れ
た
。
簑
寿
で
は
、
餌

が
、
四
月
か
ら
L
T
月
迄
、
技
監
羊
一

…
説
剛
冊
緋
親
弼

仙
論
二
、
．
“
約
㌢
関
門

大
方
の
仕
種
は
、
自
分
P
a
が
織
群
生
竃

す
る
愈
呂
の
t
n
で
事
ホ
2
主
轟
く
鼻
し

て
い
な
い
。
そ
れ
は
一
蓋
し
と
T
中
央
言
責

と
の
〓
つ
の
再
袋
出
し
は
ー
法
間
き
れ
て
用
い
ら
れ

て

い

香

■

と

か

ち

も

明

ら

か

で

雪

つ

ェ

轟

蓋

胃

の
わ
円
閏
河
沼
班
の
陸
L
■
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
抱
合
．

打
恒
男
が
贅
H
r
約
に
な
い
と
い
っ
ー
L
強
怨
カ
ー
ー
冒

て
い
等
式
気
■
ト
珂
彗
閉
会
か
、
河
田
も
何
同
も
正
関

田
の
研
め
印
り
差
蒔
L
L
、
や
っ
と
の
小
室
で
生
き

員
か
決
空
C
h
て
い
ろ
こ
れ
這
蓑
妻
か
よ
く

な
ら
な
い
の
も
当
然
の
こ
U
T
は
な
い
だ
真
二
し

の
こ
と
は
、
同
も
衰
誓
肯
け
瞑
っ
↑
簡
辺
で
廷
仏
い

ら
し
い
′
一
手
閥
の
こ
と
で
色
好
だ
確
顧
謎
が
帯
回

辺
司
し
て
い
る
企
憎
m
賢
一
r
他
校
都
田
」
が
葛

そ
の
虫
村
の
帽
で
、
扇
田
－
器
杢
碧
の
方
々
加
≒

必
ず
⊂
い
っ
て
い
い
ほ
U
、
こ
の
誠
を
き
き
れ
て
い

一
句
あ
る
い
は
、
薪
相
郡
が
椚
頃
と
交
抱
し
て
い
慕

田
を
寧
山
で
い
て
も
、
こ
の
事
又
喜
劇
、
や
に
′
ア
ー
　
勤
加
配
橋
さ
れ
た
′
代
瓜
巧
さ
ク
ワ
ス
の
代
義
僧
が

白

に

つ

い

て

し

ま

う

の

で

宅

　

　

　

　

　

　

　

鎮

ま

っ

て

討

口

琴

守

7

く

い

三

匂

な

虚

貞

会

で

ゐ

童

P

d

の

蚕

に

鎗

檜

ざ

れ

て

い

毒

亡

、

　

名

の

に

、

こ

れ

が

環

状

で

あ

石

r

要

し

閃

い

た

鮎

で

あ

生
彗
箭
喝
状
・
附
惑
点
に
つ
い
て
重
責
で
も
　
意
、
あ
毒
R
会
（
衰
q
四
十
八
至
に
お
い
て
、

琴
平
レ
て
い
毒
、
少
な
い
よ
義
も
こ
れ
は
白
　
壁
即
わ
ず
か
十
毛
足
ら
七
と
い
う
こ
皐
で
し

貝

畠

の

g

巾

げ

で

は

な

い

。

頭

語

の

と

こ

号

　

ば

し

ば

あ

菅

し

い

∋

吉

で

あ

【

瑠

こ

れ

巧

あ

ま

h

リ

生
空
相
図
－
ミ
重
責
上
げ
を
倒
肘
し
て
い
　
に
も
、
わ
等
ま
っ
遇
〟
足
し
恵
い
だ
蓋
■
も
ち
ろ

▼
瑠
し
か
し
、
モ
の
朝
田
す
垂
学
田
し
い
て
も
、
生
　
ん
、
召
の
は
是
か
h
も
n
め
て
は
い
ら
れ
な
い
q

礎

の

無

肝

心

さ

が

か

な

h

あ

っ

て

舅

程

等

」

　

憑

出

d

鎧

に

も

崇

か

か

な

毒

鏑

勘

の

う

ち

五
無
主
義
の
打
破
を

す
の
璧
か
な
り
大
字
り
し
い
。
そ
れ
下
踵
．
圃
弧
己
　
は
義
度
の
（
縫
印
可
加
で
専
加
、
モ
h
〟
綬
b

n
か
な
い
た
め
に
、
生
澤
の
短
見
を
容
り
入
れ
手
と
い
　
要
■
、
詳
岩
頭
賢
し
よ
う
と
レ
鱒
り
し
か
た
な

っ
ら
富
加
で
き
疾
く
な
っ
て
し
専
つ
。
詔
完
投
で
　
く
岩
に
す
号
す
曹
」
、
毎
回
嵩
十
く
呵
り
上
吋

は
、
ク
ラ
ブ
に
も
所
日
宇
、
訂
8
2
品
い
て
も
、
　
る
た
め
に
、
チ
キ
ト
ウ
な
人
を
柁
召
し
、
そ
の
人
を
ク

あ
ま
n
庄
昭
に
参
柑
し
な
と
」
い
っ
た
生
樺
が
芦
い
よ
　
う
ス
全
は
人
望
キ
ト
ウ
■
承
要
す
号
も
ち
テ
ル
覇
戻

う
に
一
望
八
号
こ
れ
耳
遠
会
の
封
向
に
関
心
が
　
に
r
潤
ほ
れ
に
一
人
卜
三
－
の
努
R
と
し
て
の
日
馬
が

向
く
学
も
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垂
つ
は
す
さ
■
h
　
三
よ
う
に
し
て
覇
司
会
の
琵

不
貞
▲
琵
野
蒜
い
▼
と
、
二
璧
弟
の
始
め
頃
に
、
　
選
か
り
ま
っ
て
．
ま
っ
聖
あ
香

代
望
苫
義
持
河
の
皆
「
ふ
ら
、
覇
貝
会
出
席
唱
が
少
　
　
付
出
で
托
、
社
傘
F
対
す
桑
佗
生
の
五
筒
夢
■

な
碧
－
る
転
に
葬
n
仙
が
帽
次
い
で
い
る
と
い
う
由
軌
　
－
っ
石
■
と
が
い
b
h
a
が
、
重
奏
要
撃
賢

月
か
ら
二
万
苧
走
っ
て
い
巧
｝
六

書

蓋

で

も

、

作

劇

要

撃
が
め
っ
た
わ
け
で
あ
る
．

一
意
苛
に
、
蓑
っ
ー
は
呵

㍍
銅
…
絹
的
詣
い

う
覇
が
で
た
。
し
か
し
、
｝
あ
騒
改

正
に
は
、
十
月
の
箸
の
】

巧

役

で

あ

歪

町

胃

墓

室

こ
っ
た
。
薯
へ
の
量
へ

萎

く

要

諸

寄

で

あ

る
。
モ
れ
は
、
十
月
下
旬
に
は
、
申
∬

テ
ス
ト
が
あ
蔓
．
十
月
下
旬
の
申

Ⅶ
テ
ス
ト
朗
に
、
要
し
て
し
ま
う
。

モ
し
て
、
姦
テ
ス
ト
留
り
た
わ
と

の

、

十

二

月

卜

筍

に

宴

が

れ
雪
日
昌
で
あ
る
勺

こ

の

璽

嚢

、

豊

芸

か

蔓

、

慮

声

会

に

も

と

菅

、

今

年

茎

と

な
っ
た
わ
け
で
雪
二
義
で
に
比
べ

讐
－
、
氏
ヨ
あ
わ
善
し
と

に
な
り
、
蛮
n
一
の
署
う
か
が
わ

れ
垂
で
あ
ご
㌧
▼
蛮
羞
中

央
誓
い
至
路
に
も
、

真

意

、

よ

れ

二

塁

に
箸
重
い
。

蓋
の
中
で
の
、
去
月
蓋

巳
す
る
百
姓
、
迂
E
大
声
い
．
モ

の
豪
君
の
蟻
中
音
ス
ム
ー
至
急

た
ら
の
、
今
日
望
止
。
、
墓

に
し
な
い
を
に
篭
そ
れ
な
尻
東

泉
が
あ
ゥ
て
ほ
し
い
▲
お
で
寺
号
今

の
ー
耳
責
声
L
お
い
で
も
、
■
羞

■
蓑
で
た
む
、
い
ろ
い
ろ
な

ヨ

買

電

菱

上

島

甲
走
っ
て
宮
、
杏
呈
員
書
＃

先
の
十
一
月
十
五
日
か
，
h
千
九
日
に

か
け
て
、
一
重
り
が
巧
わ

れ
た
。
本
年
度
は
、
円
山
、
禽
奴
、
鋼

且
、
蓋
っ
た
。
今
田
の
テ
ー
マ

は
、
一
、
宝
の
言
慈
し

接

し

賢

の

心

の

p

U

幸

二
、
ム
ー
迂
的
に
志
し
、
澄
塾
を

適
し
て
、
鴇
柑
宅
望
遠
力
羨
め
よ

】
「
－
　
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

行
程
蔓
っ
て
み
る
。
一
日
目
は
、

喜
ざ
干
毒
口
。
∧
雪
千

六
分
発
爪
薗
仕
的
中
で
田
山
ま
■
し
。
モ

こ
か
ら
パ
ス
に
罵
れ
負
え
T
、
象
の

ー
ヨ
厄
巨
を
グ
ル
▼
タ
「
．
≡
6
翠
し

た
。
6
グ
ル
⊥
′
と
も
、
倉
ア
イ
ビ

ー
ス
ク
エ
ア
、
奮
、
良
民

欠
付
五

日
妻
の
一
つ
に
、
「
二
条

彗
」
と
い
『
も
の
等
l

墾
刀
年
（
二
重
酉
年
）
、
変
の
〓

責

に

か

蔓

空
き
・
こ
し
違
、
星
で
憲
も

の
の
一
つ
で
あ
毒
。
七
重
切
れ

が
よ
い
文
体
で
、
藍
銭
の
要

撃
、
垂
心
い
は
、
当
静
の
生

萄
－
等
．
撃
虚
弱
し
た
も
の
せ
あ

る
。
「
仕
切
（
こ
の
ご
ろ
）
響
－
ハ
ヤ

ル
物
。
戎
肘
、
塁
、
鼓
冒
∈
せ

n
ん
じ
）
－
」
畠
ま
っ
て
い
く
も

のだ．こ
の
薫
し
ば
し
ば
、
バ
b
ア

ィ

⊥

m

支

夕

と

し

て

妻

う
で
等
y
轡
も
先
甘
、
こ
の
パ
ロ

デ
ィ
ー
壱
作
っ
て
宏
℃
今
　
つ
バ
ブ

と
し
な
い
わ
け
で
も
な
い
か
（
慮
長

押
）
こ
こ
に
t
拓
詔
介
葛

コ
ノ
ゴ
ロ
オ
レ
’
二
八
ヤ
ル
号
竹

乙
丁
　
要
望
一
塁
考
レ
コ
ー
ド

オ
ー
デ
ィ
オ
　
T
・
M
・
0
．
≡
叩

去
“
定
言
　
シ
フ
ケ
亀
ニ
ワ
カ

葦
。
春
ガ
ハ
ナ
ル
ル
塾
生

套
ノ
オ
ー
ト
バ
イ
。
小
道
イ
カ

セ
キ
ノ
ア
ル
バ
イ
ト
。

ヒ

ト

香

黄

　

モ

ル

ル

人

ナ
年
若

出
会
　
ナ
レ

忌
ウ
ワ

ノ
キ

罪
　
名
屯
グ
ケ
ノ
喜
タ
チ
エ
車
ガ

イ
ダ
ス
啓
二
　
ワ
レ
害
し
モ
ト
マ

ネ
ス
レ
ド
上
菅
宇
法
人
ソ
妄

書
中
カ
キ
マ
ゼ
チ
　
ハ
ヤ
リ
二

八
サ
ル
雷
管
文
化
。
マ
ス
冒
岳
力
一
－

ナ
ガ
サ
レ
テ
　
夢
夢
二
マ
ワ
ル
毒

文
化
。
ピ
ッ
’
ン
ヲ
モ
チ
タ
ル
人
ソ
ナ

キ。

壁
ヤ
ア
ル
バ
イ
ト
泰
p
プ

ル
モ
ノ
ト
ハ
イ
イ
ナ
ガ
ワ
ホ
b
プ
ル

ヨ
ウ
ス
　
慧
与
ナ
シ
。

世

ノ

0

7

ル

人

々

ハ

　

コ

ノ

現

ヲ

望
ソ
レ
ド
耳
ヲ
綺
タ
ナ
イ
董
警

喫
苧
ノ
声
ハ
伝
ワ
ワ
ス
プ
写
Z
a
E

濱
ス
ニ
カ
タ
イ
ウ
宙
黍
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創
刊
以
来
現
在
ま
で
鷲
の
歴
史
を
妾
に
紀
点
し
て
き
た
鷲

新
聞
は
、
こ
の
た
び
百
号
を
む
か
え
た
。
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
一

朝
l
ク
に
し
て
な
し
と
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
脚
に
、

新
用
は
記
録
者
と
し
て
の
立
堺
か
ら
客
綴
的
に
、
そ
の
事
奏
を
と

ら
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
慧
新
聞
の
中
に
は
．
生
徒
が
と
ら

え
た
学
校
の
変
化
の
磯
子
が
、
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
新
聞
は
超
高
全
体
の
歴
史
の
ほ

ん
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
当
時
の
様
子
や
歴
史
の
流
れ

が
わ
か
っ
て
も
ら
え
れ
ば
率
い
で
あ
る
。

越
高
基
盤
の
形
成
期

学
園
紛
争
前
・

雲
府
は
、
多
く
の
ビ
亮
血
、
虚

先
生
の
芸
カ
の
熟
み
若
に
よ

電
芝
等
芝
草
真
一
長
吉

た
。
し
か
し
、
彗
憲
こ
と
毎
㍍

打
払
に
要
義
は
、
昭
聖
芋

年

書

に

見

ら

れ

蓋

の

警

塾

、

曹

暫

烏

に
偶
抄
て
迫
っ
て
み
き
．
占
篭

充

実

す

る

学

竃

逗

茎

手

車

に

あ

た

■

匂

噌

智

幸

嘉

に

は

、

撃

旨
茎
軸
櫨
か
ら
ね
た
。

事
、
礪
要
産
わ
れ
て
い
毒

嚢
、
こ
右
打
コ
千
七
年
に

兜

戒

し

た

。

体

嘗

日

田
一
撃
芋
三
幸
以
一
？
悪
錆
璧
葦

塁
・
琶
鳥
貝
忘
・
■

実
り
い
、
鰯
和
三
十
姦
丁
十
一
万
熟

鐘
声
r
養
い
T
虐
皇
軍
琵
革
癒
さ

れ

莞

さ

ら

に

、

蓉

L

T

A
、
錨
銀
毛
、
印
璽
芋
茎

墓

参

な

ど

の

樋

助

に

専
｝
壷
〟
岩
適
し

た
わ
け
で
を
瑠

こ
の
工
璃
に
か
か
っ
ー
白
川
は
、
杓

二
重
ハ
〇
万
円
で
、
豊
富
敵
技
芸

等

周

、

廷

慧

川

襲

空
よ
っ
た
。
工
草
間
旧
は
、
璽
聖
l

十
七
些
二
月
か
ら
印
千
丁
月
ま
で
の
七

カ
月
向
で
あ
っ
た
。
調
和
は
、
均
l
万

い
う
。こ
旨
の
虐
威
式
は
、

詔
聖
宇
毒
十
二
月
二
甘
、
∬
些
一

十
重
、
表
－
詔
艶
三
森

の

聖

葦

賢

二

苦

虫

蔓

詫

た

こ

蓋

式

曙

当

室

歪

喜

と

し

、

堰

童

、

翌

町

村

長

・
撃
た
と
％
軌
の
東
雲
見
た
．

そ
し
て
、
廿
見
、
南
薫
の
組
付

な
叩
芸
大
に
と
り
行
驚

き
ル
、
こ
の
年
に
は
、
珂
立
一
千
五

里
憂
し
て
一
、
二
琴
（
嘉

夢

の

島

喜

買

汽

↑
古
賀
隋
の
脆
－
搾
会
嚢
虞
は
、
壷

安
舅
≡
〓
芯
の
人
た
七
度
、
】
高

畠
増
で
■
い
て
い
る
の
で
、
租
に
ち

が
芸
に
毎
要
一
田
切
ま
で
に
杖
、
と

て
さ
し
萎
せ
ん
。
羊
ゐ
た
め
に
払

た
ー
尋
．
〓
群
の
人
た
毒
し
て

稟
重
唱
ま
で
残
っ
て
い
な
い
と

萱

で

き

な

い

の

で
、
忘
っ
に
▲
や
の
で
す
」
鳥

べ
て
い
軍
。

鉄
筋
校
舎
の
建
設

は
四
書
羊
毛
と
な
っ
た
）
に
悸
な
つ

空

相

墓

査

ヲ

い

た

も

の
で
あ
っ
↑
て

琴

、

毒

叫

の

撃
た
、
払
拭
坪
二
言
二

十
坪
、
一
一
頭
金
g
肌
コ
ン
ク

毒
、
墾
義
圧
〓
一
志
－

八
十
相
方
八
千
円
垂
れ
た
ご
」

の
鏡
台
の
餞
怨
に
つ
い
で
は
、
嚢
は

巷

間

も

り

衰

込

ん

で

室

仏

と

、

期

鬱

董

卓
の
和
学
で
、
柁
別
に
堅
丈
を
俄

鎖

し

、

葦

き

ち

に

、

要

撃

市

し
て
、
図
星
て
ら
れ
た
ご
し
の

萱

か

撃

し

ら

れ

ー
譲
に
あ
っ
室
綬
R
増
へ

監
p
L
、
宗
と
ル
も
め
で
零
封

一
し
た
の
吐
、
戚
聖
t
十
八
鐘
去
月
一

甘
で
電
当
蔓
は
、
匂

ロ
ス
リ
ブ
パ
が
足
ら
な
く
毒
で

一
日
に
平
望
八
十
野
良
F
レ
由
さ
れ
て

い
た
そ
っ
た
。

活
躍
す
る
ク
ラ
ブ

広
和
三
十
八
鐘
－
」
は
い
く
つ
加
の
大

告
妻
あ
っ
弓
モ
の
い
く
つ

か
霹
磨
っ
て
み
き
、
蓑
に
ボ

ー
ト
部
毒
爪
等
ご
」

躍
動
期
か
ら
停
滞
期
へ

学
園
紛
争
以
後

盛

事

渾

雷

雲

雪
机
、
外
で
空
覇
聞
か
れ
る
中
、

式
塗
っ
た
。
説
申
し
た
別
鯵
ラ
の

中
で
綬
且
の
宗
が
述
べ
ら
れ
▼
勺
と
、

歳
叫
内
か
ら
は
r
ナ
ン
セ
ン
ス
」
と
い

う
大
栗
芦
邦
冠
せ
泉
、
そ
れ
島

鯨
に
r
q
h
塗
れ
J
亡
河
か
あ
が
っ
弓

そ
し
て
二
■
三
年
年
の
一
昭
空
掲
し

毀
企
「
伝
わ
っ
た
の
で
ゐ
l
Y

▲
一
一
は
塗
n
H
L
、
汀
垣
牛
■
の
代
田
が
送

辞
静
薦
み
負
わ
ヮ
に
）
モ
し
て
「
辺
り

七
重
ヱ
と
い
っ
て
竃
か
・
h
垂
と
消

し
モ
れ
に
対
苦
轟
の
声
望
Ⅳ
垣
内

か
h
慮
び
出
し
、
l
再
烙
内
枠
打
鍵
と

疎
が
あ
る
の
で
は
な
い
た
る
う
か
。

な
お
、
■
あ
奮
こ
と
－
義

じ
て
い
蓋
ハ
土
台
は
、
モ

の

折

撃

に

人

畜

睾
し
い
轟
m
滑
に
苧
撼
か
つ
て
し

ま
っ
ト
あ
で
、
什
率
は
大
野
だ
っ
た
よ

考
し
か
し
、
叫
忘
的
勇
司
帥
昏

撃
撃
の
■
吉
宗
青
森
翠
森

吉
つ
，
と
い
う
ー
と
三
重
だ
っ

た
と
い
う
。

乱
闘
等
ぎ
の
卒
業
式

曇

岳

な

い

四

十
五
彗
方
十
日
、
翠
章
一
野
冨

或
ま
ー
汚
さ
れ
た
。
零
の
望
h
り
車

が
あ
っ
た
か
式
は
一
家
わ
っ
た
。
し

か
し
、
モ
の
憬
璽
些
万
札
〓
管
巴
芝

生
だ
ち
が
、
r
箱
ご
と
か
か
れ
た
京

島
や
し
、
扶
い
て
声
量
叩
い
て
い

た
翳
の
一
人
些
監
禁
昆
貰
而
し
て
髭

や
し
て
し
ま
っ
た
。
モ
わ
を
見
た
二
・

三
人
の
喜
怒
り
、
モ
の
藍
に

随

喜

毒

し

、

琴

丘

っ

た
が
す
く
沖
詩
が
入
っ
て
至
量
っ
た

の
で
あ
っ
た
。

萎
つ
に
、
当
賢
【
栗
は

今
蔓
雷
へ
整
い
く
ら
い
乱
れ
て

い
た
よ
う
で
奇
乍

プ
ー
ル
完
民

琴
平
、
圧
に
擾
曾
－
琵
痔
面
に

夜
か
は
い
る
　
は
く
こ
憂
い
で

ゆ
う
う
っ
に
ー
芸
人
も
い
否
と
琴
つ
か
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製　造　直　売

（
2
両
か
ら
鏡
く
）

こ

の

壷

に

な

っ

た

幸

で

あ

っ
た
。
供
し
て
、
と
び
ぬ
け
て
多
い
立

8
叩
－
八
白
T
d
な
い
．
し
か
し
、
調
M

要
￥
琶
芦
秀
吉
宗
野
、
遍

釣
化
か
【
遍
に
な
っ
て
い
香
甲
で
、
荊

官

の

要

と

」

の

宴

に
山
達
し
考
え
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
妻
ほ
、
今
の
止
血
羨
貝
と

同
じ
よ
う
に
、
切
内
だ
7
た
真
。

リ
ー
ダ
ー
合
宿
開
催

l
萱
だ
、
各
タ
9
ス
の
代
金

章
一
撃
つ
創
出
冨
な
わ
れ
石

室
「
旨
。
こ
れ
か
、
l
警

句
村
に
戸
な
わ
れ
た
の
は
、
蓋
十

八
年
一
貞
一
、
言
局
こ
と
で
あ
る
。

早
め
時
け
て
二
月
何
句
と
い
う
た
m
で

も
あ
り
に
↑
逃
二
二
一
年
生
の
代
a

g

四

十

蓑

各

の

p

四

L

よ
っ
垂
九
た
ご
J
の
〕
廿
汀
－

ダ
1
台
覆
、
事
め
当
意
の
善
の
H

R
宝
の
尾
寡
し
す
つ
等
し
て

い
こ
ラ
こ
い
う
日
南
。
そ
し
て
W
R

の
リ
ー
ダ
ー
と
い
嘉
⊂
つ
い
て
胚

し
白
い
、
婁
h
レ
ク
リ
エ
ー
シ
，
ン
な

毒
て
、
．
■
－
ダ
ー
羞
し
て

い
▼
．
ラ
と
い
毒
の
も
と
岳
ら

れ
、
葦
で
躍
り
ら
れ
て
い
亮
U

で
あ
る
ご
」
の
増
村
の
1
V
l
ダ
上
垣

に
蓉
あ
り
だ
薫
が
、
p
Ⅲ

生
徒
が
望
む

新
聞
と
は
？

わ
た
し
た
ち
の
蜃
融
鱒
、
今
岡
百

号
を
迎
え
た
。
モ
の
寮
母
暫
三

ま
で
▼
泉
に
の
は
、
．
毒
草
中
と

す
一
戸
と
い
う
桑
園
の
－
藷
M
が
守
ら
れ

て
い
に
た
め
で
一
等
。
し
か
し
、
今
現

在
で
蔓
だ
芝
。
た
と

え
、
モ
ー
「
台
歪
に
し
て
も
、
す
べ
て

の
監
視
害
で
書
ゐ
芸
が
作
ら
れ

て
い
に
だ
烹
r
。
鮮
樺
の
血
買
別
室

く
反
映
岩
れ
な
い
嘉
で
は
、

t
笥
目
す
義
が
な
い
。
つ
ま
り
、
わ

に
．
＝
た
ち
旨
と
し
て
、
人
望

著
し
て
抗
争
宗
田
程
作
ら
な

望
…
ば
な
ら
な
い
。
モ
の
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
の
蟄
H
新
雪
ち
い
て
、
更

て
み
た
。
＼

ま
す
、
む
嘩
墨
兄
を
知
る
た
め
に

竪
一
一
日
も
こ
、
7
‘
了
上
せ
し
て
み

た。

雷
人
見
討
論
　
手
り
今
ま
か
臥
鋸
引
鋸

虚
初
の
円
雨
と
し
て
、
申
つ
れ
た
洪
二
鐙
を
印
い
て
み
た
。
お
も
し
ろ
い
、
な

の
日
加
叫
で
は
、
戚
ん
で
い
な
い
会

し
て
と
テ
レ
て
戎
ま
な
い
の
か
轟
い

て
み
た
。
「
め
ん
ど
う
」
と
い
う
答
え

空
三
二
一
針
て
r
寧
黒
く
た
ぎ

毒
し
二
十
八
・
九
％
、
磨
か
な

い
」
l
千
八
・
九
鱒
、
r
鮫
み
に
く

い
．
二
三
　
三
有
と
な
っ
て
い
尋
。
潤

ん
で
い
な
い
と
蓄
え
た
の
は
、
主
に
一

等
杏
勺
。
こ
1
1
は
ニ
ー
専
一

度
し
か
撃
つ
わ
て
い
な
い
■
忘
、
大

き
な
阪
田
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ

そ
そ
し
て
、
彗
苗
重
苦
已
匡

れ
■
誉
れ
も
、
現
田
の
一
つ
に
あ

げ
ら
れ
声
だ
ラ
ラ
こ
れ
姜
牢
に

冨
え
香
し
と
だ
。
し
か
し
、
モ
れ
だ
け

姦
霜
え
な
い
i
J
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト

掃
黒
か
ら
わ
か
る
。

次
に
、
鱒
等
い
る
人
「
対
す
I
Q
E

関
を
い
く
つ
か
し
て
み
た
二
二
間
甘
と

い
。
屋
の
串
岳
魯
替
る
こ

と
が
震
っ
た
。
で
は
、
い
っ
た
い
と

淵
た
め
で
雪
。
苦
し
で
、
旨
に

つ
い
て
の
直
属
を
し
て
み
た
。
替
え
は

グ
ラ
フ
の
よ
う
に
r
ふ
や
し
慧

よ
い
」
が
五
〔
藷
と
、
半
数
籍
占
め
て

叩
】
調
鴇
錆
㌍
昼
…
開
”
銅
絹
伸
鮎
紺

男
封
印
喜
り
と
い
っ
て
も
、
覇

筏
の
嘉
相
計
－
と
い
う
蜜
－
と

っ
て
籍
持
し
た
の
は
、
堅
崇
等
由

竺
一
月
聖
ハ
十
四
号
か
■
写
宅

モ
れ
以
網
は
、
旨
日
章
C
て

題
の
ー
沼
を
行
な
っ
て
い
ち
モ

こ
で
、
一
胃
、
書
か
ら
覇
に
寒
ま
で

の
い
き
さ
っ
霊
鳥
玩
一
寒
、
当
狩

の
叫
間
の
先
生
中
庄
貝
に
町
い
て
み

て．

委
員
会
の
窟
襲
茨

群
に
な
ゥ
て
の
岡
村
の
欄
間
は
、

脚
担
玩
頑
先
生
と
い
1
方
で
、
要
性

は
、
塁
M
政
下
垂
鼓
っ
て
お

ら

れ

弓

発

毛

別

、

宅

に

い

ら

っ

し
ゃ
つ
辱
感
和
四
±
毒

ぅ
こ
と
で
杏
Q
ご
あ
よ
重
　
電
こ
の
昭
司
羞
点
で
、
雇
　
と
い
う
断
簡
に
つ
い
て
、
空
軍
ん

を
打
繁
威
石
島
、
琶
只
令
の
婆
に
す
寄
主
の
威
ヨ
完
加
な
か
っ
　
巧
r
琶
し
な
っ
た
こ
と
で
、
日
量

r
慈
愛
ズ
た
萎
左
た
わ
け
で
は
な
い
○
空
気
の
夢
喜
作
h
由
で
琶
よ

っ
て
、
四
王
室
の
き
ろ
か
ら
く
電
r
室
会
巧
も
も
う
に
な
っ
た
」
と
い
っ
て
い
弓
一

躍
R
著
ヒ
た
▼
亨
で
▼
毎
、
痛
で
あ
っ
た
。
そ
れ
甲
金
力
、
無
紋
先
■
護
、
次
の
蓋

あ
る
。
モ
ん
誌
だ
、
星
八
年
扉
謬
な
く
な
っ
て
鎚
と
し
喜
劇
量
っ
た
二
モ
わ
ま
で
、
≠

至
芸
の
犀
竹
に
な
ら
ホ
た
の
で
あ
が
不
買
な
っ
た
の
で
貞
貝
き
し
旦
尭
h
っ
岳
，
僧
の
打
と
か
け

竜

　

　

　

　

　

　

　

　

し

ー

あ

だ

。

も

さ

し

て

も

も

ち

の

人

も

多

く

、

撃

毎

寧
着
電
点
　
的
摘
銅
棋
絹
的
悶
㌍
絹
い
摘
叩

毒
に
・
t
写
－
主
胡
粉
芸
E
　
う
寧
甲
か
ら
で
あ
っ
た
マ
し
か
し
、
た
の
で
、
彗
出
て
隻
h
L
、

し
て
か
■
】
虚
に
童
で
は
、
蔓
　
実
生
や
、
中
辛
ー
な
っ
ト
X
た
　
仕
廿
に
熱
心
に
な
っ
↑
り
ま
ト
ヽ
d

毒
あ
っ
に
ご
で
の
一
つ
　
義
力
が
菅
、
昭
和
Ⅸ
十
四
探
　
訪
の
諦
貝
は
、
顎
打
p
だ
っ
た
人
も

新
聞
部
設
立
へ
の
道
程

副

軒

㌢

　

部

股

立

後

の

変

化

　

存

引

引

針

鋸

に

引

－

質

守

勺

だ

け

と

な

　

串

に

し

て

だ

化

し

た

▼

t

J

は

9

　

萱

け

て

い

に

。

は

、

髪

だ

好

－

し

て

す

く

出

版

渠

　

会

川

竹

丘

、

羊

毛

以

上

の

ゐ

写

た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

苦

つ

い

印

に

な

っ

た

J

と

い

う

n

会

の

仕

り

に

銃

わ

っ

ち

　

　

　

窯

な

け

れ

ば

、

蓼

の

殴

誌

　

■

≒

L

垂

れ

た

　

■

墓

で

雪

。

モ
の
明
の
礎
R
会
の
望
爵
厨
雲
　
】
覧
な
い
し
考
事
由
に
め
わ
け
だ
が
、
搾
の
蹄
薫
⊂
曜
園
　
か
ん
ぴ
ん
の
雲
仙
に
つ
い
て

直
島
で
あ
ゥ
ー
棄
岩
に
皿
い
て
　
覿
厭
監
董
克
喜
田
を
寧
錮
河
手
ル
（
こ
の
萄
8
買
下
達
だ
が
、
址
毒
の
碧
の
哲
男

み
る
と
、
「
祭
日
全
署
と
し
て
　
に
寧
畠
っ
た
彗
爪
、
三
軍
蓋
－
琴
と
れ
す
、
若
で
き
な
か
っ
辻
、
垂
の
二
電
食
違

は
、
高
相
に
一
四
の
芳
賀
の
　
え
重
め
宅
　
　
5
劇
璧
巳
は
、
拉
李
ん
か
遭
h
ゐ
虔
均
で
雪
た
。
手
打
厚
，

み
て
、
モ
の
新
町
も
現
在
の
▲
お
よ
　
次
の
鴫
野
雫
田
田
で
電
こ
凹
ま
れ
た
ご
J
h
で
蓋
森
と
し
全
ク
ラ
ブ
宥
上
帯
に
次
い
で
〓
攣

り
爪
き
い
タ
ブ
ロ
イ
H
烏
で
あ
り
た
　
わ
巧
だ
重
義
製
星
野
，
託
て
窒
っ
ー
あ
で
あ
弓
　
　
百
で
あ
っ
た
と
い
う
．
額
愕
“
，
窪

乗

に

、

叫

房

の

乃

R

H

は

、

慧

苦

に

　

た

の

で

、

す

く

に

宴

こ

こ

　

；

　

　

　

　

　

　

　

　

　

↓

ニ

r

四

同

声

け

し

に

○

声

に

、

輝

も

ナ
ム
慧
L
杜
萱
ヲ
厨
川
に
取
り
組
ん
望
、
う
た
。

こ

畠

夢

か

っ

巧

内

管

、

文

化

　

盃

た

、

か

苛

政

に

つ

い

て

陰

れ

て

票
の
些
堺
に
紀
℃
嘉
断
芥
に
入
み
る
と
、
暫
轟
の
ク
ラ
ブ
と

▼

蛋

岳

忘

だ

と

い

う

人

か

　

同

電

撃

享

の

蔚

≡

し

い

。

い
る
く
ら
い
だ
か
ら
、
▼
等
と
斗
丘
墨
ツ
い
ね
で
約
四
十
名
、
虎
魚

も
の
で
あ
っ
を
i
£
岩
窟
芦
汽
よ
一
－
五
壷
己
の
時
も
あ
っ
た
と

う

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

う

。

ま
た
、
新
雪
経
た
わ
す
く
あ
と
　
こ
の
よ
う
な
要
だ
わ
ー
岳

仁
寧
≡
お
岩
岩
挙
で
噂
．
椚
史
を
通
じ
て
、
新
宮
は
、
勾
－
の
一

巧
め
か
め
ら
れ
矛
と
い
き
互
　
ク
ラ
ブ
と
し
て
等
し
、
今
日
に
石
山

で
、
き
E
P
に
四
し
、
あ
孟
　
っ
た
の
で
あ
弓

と
［
な
っ
て
妻
‥
夏
ノ
れ
た
わ
、
F

書

－

と

の

な

い

よ

壷

の

ハ

ロ

ー

ジ

ュ

日

ソ

1

雪

の

中

に

は

、

ま

た

〓

習
留
学
生
の
ー
t
L
加
東
n
T
r
汗
ら
れ

て
い
ま
す
。
次
峯
は
モ
の
嘉

一
人
ジ
ュ
ー
，
－
亭
～
轟
介
し
た
も
の

で
す
。
（
以
下
胃
）

九
層
に
轟
し
、
璽
一
万
月
茎

吉
夢
言
－
＝
ウ
ェ
ス
ク
ー
バ
ッ
ク

一
∈
ん
に
私
た
ち
癖
琵
打
出
妄
片
手

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
み
奉
じ
た
。

q
　
ど
こ
か
ら
仙
爪
↑
め
で
す
巧

A
　
ア
メ
i
．
方
の
ミ
ネ
ソ
タ
州
で
す
．

U

　

学

校

の

毒

ウ

A
　
三
本
ト
ン
カ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
．

q

　

蓋

い

」

掌

か

っ

A
火
打
電
で
も
可
い
ね
。

U
　
日
本
人
草
雲
患
い
主
す
か
．

A
ゐ
ん
萱
し
く
て
琴
屋
】

は
ハ
ン
サ
ム
で
女
椎
は
か
わ
い
い

じ
　
な
せ
こ
こ
へ
来
た
の
で
す
か
。

う
軽
艶
山
美
挙
を
占
め
に
ご
し
の
架

か
ら
も
、
い
か
岳
加
豊
等

轟
て
い
曇
か
竜
Ⅵ
か
く

み
て
み
る
と
、
川
馨
会
す
、
内
す

A
二
年
前
に
友
萌
m
某
て
よ
い
所
だ

と
苦
ら
れ
に
か
≒

q
い
つ
ま
で
い
ら
れ
る
の
で
す
か
。

A
要
月
に
7
メ
1
■
男
へ
用
p

事．
日
豪
厨
の
と
て
妻
ジ
ュ
叩
l

弓
お
か
げ
で
蟄
叱
垂
れ
ま

し
た
。
い
つ
も
だ
銅
の
ジ
土
基

に
羞
蟄
か
け
て
あ
げ
て
下

害
い
。
雪
っ
垂
蓉
羊
そ
れ
る

は
す
で
す
よ
。
（
Ⅶ
耐
五
十
一
年
　
八

十
△
賢

弟

　

　

と

　

　

女

塁

重

た

な

っ

て

か

′

呂

三
十
差
T
。
み
な
さ
ん
旺
要
事
な

急
－
ク
ラ
ス
■
老
冠
一
声
へ
と
租
う
で

し
ょ
う
。
≧
ゝ
つ
が
、
つ
い
十
年
椚
ま

新
聞
製
作
上
の

エ

ピ

　

ソ

ー

ド

年
か
旨
一
年
に
一
字
」

い
き
量
っ
た
が
、
現
在
竺
年

に

二

両

発

行

さ

れ

て

い

弓

と

こ

泉

一
七
年
囲
L
七
十
一
挙
電
ぎ
一
－
れ
て

い
信
】
葺
し
て
み
手
こ
、
葺
も
お
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蘭
閲

よ
う
や
く
新
郎
墨
完
成

＞
　
今
年
の
十
月
、
プ
ー
ル
の
隣
に
新
薫
完
庶
し
た
△

▽
使
い
始
め
て
二
ケ
月
余
り
。
多
大
な
工
費
を
か
け
て

▽
　
建
て
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も

琶
で
も
な
い
。
こ
の
荘
重
覆
い
は

じ
め
て
、
ほ
や
二
岳
等
琴
と

し
て
い
モ
■
切
の
蓋
、
嘉

兼
な
ど
r
芦
惑
っ
た
曇
、
今
は

か
塗
れ
た
▼
童
ノ
。

竪
習
零
度
、
ま
す
、
星
空
乃

癒
す
要
事
で
の
璽
っ
て
み
た
。

昨
葛
篭
、
擾
再
の
半
分
か
■
罵

て
、
遷
、
雷
撃
聖
書
の

ク

ラ

ブ

は

、

嘗

ノ

こ

と

に
な
っ
た
。
モ
し
て
、
残
っ
た
半
分
の

誓
、
－
百
九
着
千
億
に
な
っ
て
い

る
。
．
長
町
創
っ
て
、
覇
】
恩
情
牧
舎
に

あ
っ
た
ク
7
7
、
隋
．
■
壷
の
一
群

辻
、
要
そ
な
っ
て
．
し
ま
う

こ
と
に
な
っ
た
。
き
し
で
新
し
い
鷲

か
必
世
に
な
っ
た
わ
け
だ
。
＃
た
、
攻

】
芸
、
鯉
川
銭
で
義
の
声
朗
大
轡

か
っ
た
の
で
、
葉
書

わ
た
の
で
雪
。
王
寺
、
内
相
五
十

き
し
と
に
な
っ
て
い
る
．

次

に

、

捗

喜

定

に

つ

い

て

触

れ
て
み
た
い
。
虔
見
定
巧
か
な
り

止
し
く
な
っ
た
が
ご
し
れ
は
今
東
で
の

藍
の
声
い
カ
に
い
ろ
い
意
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
真
申
、

畢
伝
い
の
岳
に
驚
毒
ん
で

い
た
り
、
ク
’
プ
碧
以
外
曾
ゝ
－
で

慣
用
し
た
p
　
な
ど
。
モ
し
て
、
中

単
著
の
日
は
、
麟
閲
の
許
可
▲
”
僧

れ

ば

、

璧

こ

轟

で

宅

写

こ
し
て
ほ
し
い
、
と
い
孟
肴
も
あ
っ

た
ご
ー
れ
ら
嚢
、
二
つ
と

産
蔓
▼
．
と
に
な
っ
た
。
ま
た

墓

の

調

で

E

つ

い

て

モ

ー
軍
の
綱
等
し
て
い
差
が
ら

葛
白
い
の
零
蔓
り
、
少
．
￥
つ
法

相
し
て
い
く
と
い
き
盲
で
宅
。
諷

畜

雷

力

覆

、

以

前

印

d
藍
が
攣
ら
れ
た
曇
、

い
く
つ
血
あ
げ
て
み
よ
う
二
、
】
F

以
外
の
俺
萱
二
一
、
邑

声
以
外
の
日
田
冨
用
L
走
い
。
（
ず

星
間
け
朝
人
軍
手
－
童
で
、
長

檜
斉
了
披
六
膵
羞
量
。
▲
－
習

わ
和
で
塾
用
し
な
い
。
環
休
み
臣

用
鳶
の
許
可
章
二
六
、
み

だ

り

r

匿

や

ヨ

豆

、

誓

し
な
い
。
そ
の
曲
あ
わ
せ
て
十
の
習

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
段
胡
　
も
の
は
、
狩

同
は
、
ぜ
戸
町
に
　
答
申
に
柑
空

費
、
曇
T
　
（
隻
要
志

村
顎
残
綬
を
　
の
も
あ
且
。

鈍
れ
妄
信
こ
　
こ
の
撃
▲
望

こ
巧
五
十
零

に
要
一
－
れ
、
ま

だ
功
塁
一
缶
目
の

顎
し
い
撃
首
で
あ

m
F
駅
か
ら
約
一
竿
分
で
白
い
広
と
廿
痘
コ
ー
ス
に
閉
れ
、
寸
頭
コ
ー
蓋
だ
は
た
轟
て

声
し
撃
－
同
上
の
畢
ッ
ト
に
芯
　
ス
は
お
一
亡
な
っ
て
い
る
）
｛
　
　
行
な
っ
た
も
の
な
の
で
、
大
い
に
自

か
れ
た
r
現
喜
u
妃
挿
顎

絹
∬
絹
絹
　
自
主
性
の
あ
る
校
風

h

e

は

、

陸

封

齢

と

黒

岩

雪

炸

　

　

　

　

　

　

　

　

⊥

艮

和

犬

昌

平

蔵

緒

丁

召

町

は

〓

電

て

で

二

琵

昭

二
貯
遠
妓
増
と
な
っ
て
い
雪
嗣
　
こ
の
学
校
時
．
四
藁
例
菅
と
っ
　
主
任
ぢ
ご
左
堰
大
い
に
晃

喜
叫
監
6
日
的
く
ら
い
の
競
　
て
お
里
三
富
、
一
学
期
で
教
習
つ
と
こ
ろ
か
ゐ
毒
。

葛
孝
L
T
月
に
薫
　
句
点
現
の
す
べ
き
覆
り
　
長
山
、
四
月
に
量
撃

た
も
の
な
の
で
床
蓋
し
　
l
一
意
旨
素
を
行
な
き
し
と
　
が
行
な
わ
れ
ろ
。
し
か
し
月
内
と
H

い

。

重

森

唇

、

痔

　

に

な

っ

て

い

る

っ

　

　

　

　

　

　

り

、

暑

く

、

今

年

仔

剖
】
零
し
た
い
生
碇
の
た
め
に
道
ら
　
壬
在
日
諭
吉
し
壱
四
月
の
和
　
白
駄
監
一
て
沌
＿
白
の
戌
蒼
－
甘

阿

式

、

十

月

の

体

B

S

、

十

二

月

の

　

く

と

い

う

孟

加

と

宅

し

か

文
ル
損
等
瞼
悶
房
は
、
今
年
　
し
、
冨
網
を
と
っ
て
い
る
毎

一
二
書
で
ト
チ
ー
ム
を
つ
　
に
、
重
量
の
計
＿
す
る
の
が
E
－

く

り

、

チ

畠

と

し

て

い

竜

　

に

な

ゥ

て

い

蚕

．


